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１１月８日（金）中里中学校の１年生４６名を対象に職業講話を実施しました。

当日は、金木支署で行っている仕事について１５分ほど説明した後、生徒からの質問を受け、
その質問に答える形で進行しました。

生徒からは、山へ行くときはお弁当を持って行くの？ 一番値段の高い木は？ 森林を守る

ために心がけていることは？ 等、色々な質問があがりました。

今回の講話が生徒の皆さんの職業観や労働観の育成に役立つ事を願っています。



１１月２０日（水）、悪天候のなか、森林巡視員の会との合同による屏風山地区海岸防災林現地研修会を開催し、
森林巡視員及び一般参加を含む２４名が参加しました。

当日は出来島コミュニティ消防センターに集合し、研修会を行いました。

西北地域県民局林業振興課 福田主幹より「松くい虫・ナラ枯れ被害の現状と対策」として、それぞれの被害状況と対

策状況等についてお話をしていただきました。続いて、森林技術・支援センター青山さんより｢屏風山地区海岸林にお

ける試験地の現状｣を説明していただきました。

その後、金木支署職員より車力漁港から平滝沼までの11㎞に渡り、昭和４０年頃より単一林分の生態系への弊害を

避けるため、カシワ林を１５ｍの間隔の帯状に伐って、クロマツを植えた歴史などの説明を行いました。

津軽森林管理署金木支署 担当：木村
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今年も１２月中旬に森林巡視員の会打合せ会議を予定してております。森林巡視員の皆様が多数参加されますようお待

ちしております。

青森県南部町ではアカマツの松くい虫被害の確
認がされています。屏風山地区ではまだ松くい虫

被害の確認はありませんが、近くまで迫ってきて

いる松くい虫やナラ枯れ被害拡大の脅威について、

より一層理解を深めらていただいたことと思いま
す。そういった被害の早期発見・対応のためにも、

今後とも会員の皆様にはパトロールの際などに注

意して巡視していただければと思います。
当日参加していただいた会員の皆様には心より、

感謝申し上げます。


